
（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券

小　　計

特定資産

震災記念基金

運用財産積立資産

県要請研究積立資産

科学研究費等積立資産

退職給付引当資産

小　　計

合　　計

46,309,441 197,988,403

15,064,800 1,600,000 1,017,000 15,647,800

3,638,699,064 10,732,948 355,343,152 3,294,088,860

4,641,132,656 10,732,948 359,611,604 4,292,254,000

7,225,626 5,163,863 29,356,602

1,002,433,592 0 4,268,452 998,165,140

1,002,433,592 0 4,268,452 998,165,140

3,350,252,615 0 301,063,882 3,049,188,733

1,788,966 1,907,322 1,788,966 1,907,322

27,294,839

244,297,844 0

１ 重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券

時価法によっている。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

先入先出法による最終仕入原価法によっている。

(3) 固定資産の減価償却の方法

什器備品・・・定額法によっている。

(4) 引当金の計上基準

退職給付引当金・・・職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当

期末において発生していると認められる額を計上している。

賞与引当金・・・・・職員の賞与給付に備えるため、当期末における賞与給付債務に基づき、当

期末において発生していると認められる額を計上している。

(5) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２ 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

財務諸表に対する注記



(単位：円）

科　　目

基本財産

投資有価証券

小　　計

特定資産

震災記念基金

運用財産積立資産

県要請研究積立資産

科学研究費等積立資産

退職給付引当資産

小　　計

合　　計

(単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
 貸借対照表上
 の記載区分

兵庫県 3,344,642,759 指定正味財産

※ 

兵庫県 － －

1,788,966 指定正味財産

兵庫県 － －

兵庫県 － －

3,346,431,725 －

※ BSとの不一致を解消するため、過年度（R4～R6年度）に未計上となっていた評価損益を計上した。

4,292,254,000 (4,064,908,995) (197,988,403) (29,356,602) 

－

149,535,793 446,264,363 3,049,703,155合　　計

(独）日本学
術振興会等

2,609,856 299,456,782 3,047,795,833

(1,907,322) － －

－

197,988,403 － (197,988,403) －

135,908,730

29,356,602 － － (29,356,602) 

3,294,088,860 (3,066,743,855) (197,988,403) (29,356,602) 

6,224,912 1,907,322

15,647,800 (15,647,800) － －

1,907,322

4,630,939 4,630,939 －

43,000 43,000

（公財）ひょう
ご震災記念21世
紀研究機構運営
費補助金

科学研究費補助
金

見有施設等燃料
高騰対策事業補
助金

物価高騰対策一
時支援金

当期末残高
(うち指定正味財産
からの充当額)

(うち一般正味財産
からの充当額)

(うち負債に対応す
る額)

（公財）ひょうご
震災記念21世紀研
究機構「震災記念
基金」造成費補助
事業

998,165,140 (998,165,140) － －

998,165,140 (998,165,140) － －

3,049,188,733 (3,049,188,733) －

135,908,730 －

6,343,268

３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

４ 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。



経常収益への振替額

県要請研究積立資産の目的使用による振替額

科学研究費等積立資産の目的使用による振替額

震災記念基金の目的使用による振替額

249,084,297

1,000,000

1,788,966

246,295,331

内　　　容 金　　額

（単位：円）

合　　  計

５ 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(参考) 全会計合計の予算規


